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　The relationship of embroidery thread structure with gloss, and the relationship of 
embroidery method with gloss were investigated using a home-use embroidery machine. It was 
suggested that greater gloss required the use of smooth and uniform embroidery thread with 
low twist. With satin stitching, although gloss was high along the direction of thread axis, it 
dropped dramatically as the angle to the thread axis was increased to about 60º then showed 
fairly little change thereafter until 90º. Although these tendencies were similar with tatami 
stitching as well, the level of gloss was lower in general than with satin stitching and showed 
little change. With tatami stitching, gloss increased as the stitch length was made longer. 　
Gloss increased dramatically as stitch length approached 4 mm, with only moderate increase 
shown thereafter. When measured at the point of specular reflection, or where the angle of 
incidence matches the angle of acceptance, the highest level of glossiness was shown at about 
45º to the incidence/acceptance angle.














































































フト 10000（図 1）、針はオルガン 75/11、基布には厚
さ 1mm のフエルトに 0.2mm の刺繍用接着芯地を貼り
付けて用いた。パターンの設計用ソフトはデジタイ
ザー 10000 である。
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ステッチ間隔 0.4 mm とした。光沢測定用刺繍パター
ン試料（以下では単に試料と呼ぶ）の大きさは 4 cm




の市販品、9 メーカー 9 種を使用し、それぞれを記号
で示す。A はアクリル繊維で 1 種、P はポリエステル
繊維で 4 種、R はレーヨン繊維で 4 種である。糸構造






JIS 規格（Z8741，P8142）に基づく、20 度、45 度、
75 度、85 度における正反射測定も行った。測定は 1





料の光沢評価をしてもらった。期間は 2003 年 12 月
24 日～ 2004 年 1 月 8 日までの 16 日間、被験者は 20






















図 2　素材別 の光沢比較（密度 1�� �の��ン縫い�  
図 3　試料面角度が光沢に与える影響






























































































































































































































































　　  入射受光角：6� 度





度が 0度～ 90 度を基本単位とする対象構造となってい




の結果を図 4 と図 5 に示す。上段（図 a，図 c）は試料
面角度が 0 度の場合で、下段（図 b，図 d）は 90 度の






























てのみ、試料面角度間の変化を図 6 に示した。P-K 試
料が最も高く、次いで P-Te, P-Me, P-R の順となった。
試料面角度0度で試料間の光沢の差異は明白であるが、
90 度では光沢そのものも低くなるがメーカー間の差
も小さい。P-K 試料は他の 3 種に比して高い光沢性を
有する。P-Te は光沢性があるものの他試料に比べて






が 72 本、P-Te が 24 本、P-Me が 46 本、P-R が 48 本で、
撚り数、太さなどは表 1 の通りである。繊維断面形態















でも述べたが、図 8 ではさらに明白である。4 種の中
で P-R が特に光沢の悪い理由がここにあると思われ








糸は A-T を用いた。入射受光角は 60 度である。サテ
ン縫いの密度は 100％で、たたみ縫いのステッチ長さ














































































































































45 度、75 度、85 度を付け加えて、入射受光角度に対
する光沢を調べた。実験結果を図 12 に示す。使用刺
繍糸は A-T で、縫い方は密度 100％のサテン縫いであ
る。試料面角度は糸軸方向の 0度とそれに直交する方
向の 90 度とした。図から、試料面角度が 0 度の光沢
度は 20 度の低い値から高くなり、45 度付近で最も高
くなると思われる。その後 60 度まで低下するが、60
－75度で一旦緩やかになった後に85度まで急落する。
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